
〇 施設給食での地場産活用や環境にやさしい農産物の利用促進を進めたい
地域・団体等へコーディネーターを派遣します！
有機給食の始め方が分からない、有機農産物の理解を深めたい、地場産利用の促進を図りたい等の
課題解決に向けた助言・指導を行う「食の地域内循環推進コーディネーター」を派遣します。

〇 “コーディネーター”や県と一緒に解決策を考えてみませんか？

〇 まずは、お近くの農業農村支援センターにお問い合わせください！
・事業概要 地産地消や環境にやさしい農産物の利用促進に向けた課題解決を図るため、
      コーディネーターを派遣し、課題の解決を支援します
・対象者  県内の学校給食や社員食堂等を有する団体
・募集   10団体程度（令和５年度）
・派遣回数 ５回／年まで
・費用   派遣に要する旅費、謝金は県が負担
※応募数が多い場合、県で審査の上、派遣対象施設を決定するため、御要望に沿えない場合があります。
 予めご承知ください。

杉木 悦子
元山形村小学校栄養教諭

（地産地消コーディネーター食育）

 ・1979年度〜2019年度まで⻑野県学校栄養職員・栄養教諭
 ・地産地消コーディネーター派遣事業（まちむら交流機構）
 ・学校給食地産地消食育コーディネーター
 ・地産地消拡大の支援や食育支援
 ・生産者と学校との関係性を積極的に進める
 ・産直新聞社 産直コペル「人間らしく豊かに食べる食育
  を目指して」執筆中

髙橋 和子
元⻑野県教育委員会教育指導主事

栄養教諭

 ・地場産物の使用率を向上させるために、市町村の農林課・
  教育委員会及び農協等と連携し、⻑野県産物及び
  地場産物の使用可能時期を把握
 ・生産者に計画的な作付けを依頼するための会議や試食会を
  定期的に開催
 ・県内の栄養教諭・学校栄養職員に対して、地場産物の活用
  と食に関する指導をつなげるための具体的な取組事例を
  周知する研修会を企画

令和５年度　食の地域内循環推進
コーディネーター派遣事業　募集案内

コーディネーター氏名 所属・役職 プロフィール・取組等

 ・塩尻市にて農産物流通コーディネーターを９年務め、日々
  学校給食の野菜を納める
 ・栄養士や学校教職員への農業への理解や生産者向けの
  研修会を実施
 ・規格外や自然災害の被害果実等の農産物の活用や食育
  活動を実施
 ・地元野菜や給食への理解を関心を高めてもらう取組み
 ・地産地消コーディネーター派遣事業（まちむら交流機構）

吉田 典生
Farmめぐる株式会社代表取締役
佐久ゆうき合同会社 代表社員

有機農業実践者

 ・2012年より新規就農、2014年有機JAS認証取得
 ・2018年４月 Farmめぐる株式会社設立
 ・会員は原則有機JASを取得し、有機農業で生計を立てる
  ことを目的とした生産者で佐久ゆうきの会を発足
 （2023年4月「佐久ゆうき合同会社」設立、代表就任）
 ・⻑野県有機農業推進プラットフォーム勉強会にて講演

村上 かほり
元塩尻市農産物流通
コーディネーター

（地産地消コーディネーター）

応募締め切り
10月20日（金）


